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副詞的名詞句の性質について

小　沢　悦　夫

0・伝統文法でr副詞的対格（adverbial　accusative）」と坪ぱれてきた一遵

の語句がある。犬塚（編）（197炉）によれば

　　「元来斜格は，対格に隈らず，副詞として働くことはむしろ固有の機能で

　　あり，0Eでは属格・与格・対格の副詞があった。MEを経て，与・対格

　　は語形式上区別ができないようになったので，動詞の目的語と同じく副詞

　　の場合も，もっぱら対格と考えられるわけである。……P　Eで目的格とい

　　う種類を認めない立場では，……単に名詞の副詞的用法とLてもさしつか

　　えないわけである」

というもので，荒木他（編）（1982　s．v　ADVERBIAL　ACCUSATIVE）で

は

　　rModEでも名詞の副詞的用法は，以前と同様，とくに時閻・場所・距

　　離・様態を表す名詞によく見られる。一般に句の形をとり，単独の場合は

　　少汰い」

とし，次のような例があげられている。

　（1）a．　I’11be　back〃¢κま〃θ召冶．

　　　b．　He　talkedαg7娑磁6彦αム

　　　c．　Come励ゐち艀〃，Please．

　　　d．　They　always　trave1∫θoo〃c1αss、
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これらの名詞句が副詞的に使われていること，言い換えれぱ，これらの副詞的

修飾語が名詞句の構造をもっていることは明らかである。前者の点は

　（2）a．　I’1l　be　back｛〃肋〃”α加り．

　　　b．　He　talked｛〃α…ssα勿エ汐，

　　　c，　Come肋加7，Please．

　　　d．　They　a1ways　trave1肋舳〃o〃吻。

などの純粋た副詞と同じ機能をもっていることで確認できるし，重た後者の点

は

　（3）a．　Yesterday　was　a　beautiful　day．

　　　b．The　king　has　dec－ared　tomorrow　to　be　a　ho1iday．

　（4）a，　From1ast　Tuesday　until　yesterday，I　was　in　Boston・

　　　b．　I　can’t　get　there　before　tomorrow．

　　　c，　Aiter　today，you　can　reach　us　at　Fred’s　house．

にみられるように（McCawleyユ988b，PP．201－2），主語・動詞の目的語・前

置詞の目的語として機能することからも確認できる。

　本稿では，、このような名詞句の副詞的用法を考えてみたいが，そもそもどう

Lて名詞句が副詞として働くことができるのか，という点に焦点をおき，その

理由を深ってみたい。また，副詞的に使われる名詞匂にはどのようなものがあ

り，そこに共通して見られる特徴は何か，ということも考えてみたい。なお，

本稿の考察はあくまで現代英語に隈ることにする。先の引用でも見られるよう

に。歴史的な見方が必要たことは明らかだが，一つには筆者に英語吏の素養がた

いことと，さらに一つにはこの語法は現代英語の論理に強く動かされてもいる

ということでその様に扱うことにする。後者については，例えぱ

　（5）乱．　I　wil1stay　at　home　tomorrow．

　　　b．　I　wil1stay　home　tomorrow．

　（6）a．Tom　stayed　in　Tokyo　for　two　weeks．

　　　b，Tom　stayed　in　Tokyo　two　weeks．

の様なペアはどちらも文法的で容認可能だが，そこには（統語構造に基づく）
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意味合いの違いが存在するのであり，この違いはあくまで現在の話者の言語能

力に関わるものだということから理解できることと恩う。実際，前置詞を省略

した（5b）や（6b）の’ような用法が近年ますます増えてきていることから見て

も，現代英語独自の論理が窺われることは確かだと思われる。

　なお，この用法は最初に記した様に，「副詞的対格（adverbial　a㏄usative）」

またはr副詞的目的語（adverbia1object）」とも呼ぱれている。本稿では，

名詞句の副詞的用法ととらえ，McCaw1ey（1988a）にならって最も中立的な

用語と思われるr副詞的名詞句（Adverbial　Nom　Phrase（NP））」と呼んで

おくことにする。

1．副詞的名詞句のタイプ

　副詞的名詞句の性質を考える前に，どのようたタイプがあるかデータを確認

して気のついた点を付け加えておきたい。特に時問を表すものが多い。

1，1　Time

　（7）a．　John　arrived［that　moment／minute／hour／day／week／month／

　　　　yearコ．

・・・・・・…i…／：鋤鴛鴛暮。、／・

c．　John　stayed　in　New　York

　　　　　　　　／：：鵬鴛鴛ffhis1’fe／伽、。、1985）

（・）・・…1・…li・・・・・・…i・…／：慧㌶／・

・I舳晦／装黛ゑ、／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Quirk　et　a1．1985）

Qurik　et　aL（1985）によれぱ，未来を表す副詞的名詞句は数量詞（quanti丘er）
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を伴うとされる。次のペアも輿味深い（Quirk　et　al．1985）。

　（g）a．He’11be　staying　here　next　mon曲．［ambiguousコ

　　　b．　He’l1be　staying　here　for　the　next　month．［mambiguousコ

（9a）は，「来月中ずっと」の意味と「来月のうち何日か」の意味のいずれとも

とれるが，（9a）には前者の意味しかたい。

　次はDe丘nite　Frequencyを表す用法である。

　（10）a．　I　shau　be　in　my　o節ce　every　other　day・

　　　b．　Each　summer　I　spend　my　vacation　in　Bermuda・

　　　c．　I　visit　Englalld　three　times　a　year．

　　　d．　I　perform　operations　three　days　each　week．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Quirk　et　aL1985）

また，次の例は，同じ”∫刎〃〃肋9という副詞的名詞句が過去時制と現在完

了時制と共に使われるとある一点の時間を指すが，現在完了進行形の場合は

r午前中ずっと」という時問の幅を指すという点で興味深い。

　（11）a．　I　visited　my　mother　this　morning．［time　pOsitiOnコ

　　　b．　I　have　visited　my　mother　this　mornin＆［time　position］

　　　c．　I　ha∀e　been　visiting　my　mother　this　moming．［progressive

　　　　＝time　spanコ

　副詞的名詞句は（12）で見られるように前置詞はとらないが（13）で見られ

るように前置詞が随意的な場合と前置詞の有る無しで意味が違う場合があ孔

　（12）a．　I　saw　her1ast　Thursday．

　　　b．＊I　saw　her　on　last　Th岨sday．

　（13）a，rl1see　you　on　Monday＝I’11see　you　Monday・

　　　b．I’11see　you　before　Monday≠I’l1see　you　Monday・（Quirk　et

　　　　al．1985）

Quirk　et　aI．（1985）によれぱこのような場合に省略できるのはαち0〃，伽に

隈られ，ろ2伽召や8肋ωなどは義務的に生じる。時間を表す場合は前者の前

置詞が無標（mmarked）で後者の前置詞は有標（marked）だということだ
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けは確かなようである。

　つぎの場合は前置詞の省略は随意的であ乱

　（14）a．　（oI1）Monday

　　　b．　（on）the　day　before　yesterday

さらに。イギリス英語（B　E）とアメリカ英語（AE）で徴妙な違いのある場合

がある。

（15）・．i｛th・J・㎜・町b・f…1・・t

　　　b．　fhe　January　before1ast

（15a）はBE，（15b）はどちらでも見られる。QuirketaL（1985）はこの点

について，直示語（deictic　phτases）が現在時から一段階ずれた場合（つま

り遇去や未来を表す場合）は普通随意的になると述べている。次の例は過去ま

たは未来の特定時より前か後を指す時は随意的になる例だがこれも発想は（15）

と同じと思われる。

　（16）a．　（in）the　previous　spring

　　　b．　（on）　the　next　day

　また，（5）と（6）でも触れたように前置詞の有無に応じて意味の徴妙な違

いがありうる（Q1ユirk　et　al．1985）。

（17）子：一W・m・t・・thpfd1owin・daγ

　　　b．We　met　the　fo1lowi㎎day．

　（18）a．We　met　on　that　day．

　　　b．We　met　that　day．

Iこれはいずれも前置詞の無い方がより普通でくだけた意味合いをもっている。

また次の例に見られるように，pOstmOdiication付の非直示語で伽と共に

使われるものはB　Eでは前置詞がよくみられるがAEでは随意的である。

（1・）・・・・…／on：1：慧／・f・・…f・…岨
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・・・・…／’n票1：醐・…鴉・

それゆえPostmodifcati㎝がない時は意味が違ってくる（Quirk　et　al．1985）。

　　（20）　　We　met　in　the　spri㎎≠We　met　the　spri㎎．

　最後に，特に重要たことだが，前置詞があると非文法的になるものがあ飢

これは後の議論でも問題になる。

　　（21）a．　next　sunday（week，year，＿）／ホon　next　Sunday

　　　　　b．1ast　Monday（week，year，…）／＊on　last　Monday

以下Timeを表す実例をいくつかあげておく。最初はdurationを表す例で

ある。

　　（22）a．　You’ve　been　away　a1ong　time．

　　　　　b．　Good．I　apPreciate　it　very　muchl　You　understand，doctor，

　　　　　　　I　couldn’t　stay　in　bed　six　moI1ths．

　　　　　c．　“I　ki11ed　him，”Bonel1o　said．“I　never　ki1led　anybody　in

　　　　　　　this　war，and　a11my　life　I’ve　wanted　to　ki11a　sergent．”

　　　　　d．We　stayed　at　that　hotel　three　weeks．

　　　　　e．At　the　station　I　had　expected　to　see　the　porter　from　the

　　　　　　　hotels　but　there　was　no　one．　The　season　had　been　over　a

　　　　　　　long　time　and　no　one　met　the　train．（以上E．Hemingway：

　　　　　　　λ肋〃閉〃チ0ル㈱）

　　　　　f．　He　was　married　ive　years，had　three　chi1dren，lost　most　of

　　　　　　　the耐ty－thousand　dol1ars　h1s　father　had1eft　hlm。（E　Hemmg－

　　　　　　　Way：τ加5脇λゐ0”Sθ∫）

　　　　　g．　Rose：Good　night，dearest，I’ll　ne▽er　forget　your　kindness．

　　　　　　　　　Lady　Frederick：You’d　better　not　thank　me　ti11you’Ye　been

　　　　　　　marr1ed　a　few　years　（W．S．Maugham工α勿〃θ伽κ冶）

　　　　　h．　I1ove　it　here，I1ived　in　Califomia　al1my1ife；now　I　plan

　　　　　　　to　stay　here（＝New　York）．

　　　　　i．　At　one　point　he（＝Laurence01i▽ier）told　his　star，“Okay，

　　　　　　　Marilyn＿be　sexy．”She　was　so　upset　she　didn’t　come　out　of
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　　　　　　　her　dressing　room　the　rest　of　the　day．

　　　　　j．Madlyn’s　inability　to　have　children　would　hamt　her　the

　　　　　　　rest　of　her1ife．　（以上J．Spada：〃㎝70θ）

次は刎0榊”，”物加，”肋などを使った例である。

　　（23）a．“Miss　Gage，”I　cal1ed．She　came　in．“P1ease　ask　the

　　　　　　　house　doctor　to　come　back　a　mimte．”

　　　　　b．　“Should　we　go　upstairs？”I　asked　the　pdest．

　　　　　　　　　“I　can　stay　a　little　while．”

　　　　　c．　He　went　away　and　was　gone　quite　a1ittle　while．

　　　　　d．　I　th◎ught　a　minute．

　　　　　e．　Should　we　sit　here　just　a　minute？I’m　a1ittle　bit　tired．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上E．Hemingway：λ肋〃〃θ〃foル伽）

　　　　　f．　One　can’t　stay　awake　twenty・four　hours　a　day．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F．Forsyth：丁吻θ〃召goκ〃07）

次はS勿50〃，〃θ幽，6のなどを使った例である。

　　（24）a．We　had　a　lovely　time　that　summer．

　　　　　b．　I　came　back　the　next　aftemoon　from　our　irst　momtain

　　　　　　　post．

　　　　　c．　The　next　aftemoon　we　heard　there　was　to　be　an　attack　up

　　　　　　　the　river　that　night，

　　　　　d．　It　tumed　cold　that　night…md　the　next　day　it　was　raining・

　　　　　e．　There　had　been　a　great　battle　in　the　north　al1day．

　　　　　f．It　rained　all　night．（以上E．Hemi㎎Way：λ肋7舳θ〃チo

　　　　　　　ル㈱）

　　　　　g．Instead，I　inc1uded　in　my　story　the　next　day　a　comment

　　　　　　　Muskie　made　in　his　intewiew．

　　　　　h．The　same　day，the　S肋carried　four　stories，

　　　　　i．　The　Sま〃that　day　was　less　wil1ing　to　give　up　the　chase．

　　　　　j．That　moming，the　P08ξcarried　a　page－one　repo竹from　our

　　　　　　　correspondent　m　Beimt．

　　　　　k．　That　evening，the　president　sent　a　lenghty　report　on　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　647
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　　　　　　　　case　to　the　Senate　col1n工nittee，．．．

　　　　　　1．Woodward　cited　a　memo　wrtten　the　previous　A㎎ust　by

　　　　　　　　then　head　of　Reagan’s　National　Security　Counci1sta舐，．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上D・S・Broder：肋〃〃伽”o励肋即）

　　　　　m．Mailyn　said，“I’d　heard　of　Joe　DiMaggio　but　I　d三dn’t　know

　　　　　　　　much　about　him．．．I　was　very　tired　the　night　of　the　date

　　　　　　　　and　asked　if　I　could　get　out　of　it．．．．　　（J．Spada：〃o〃70θ）

　　　　　n．Bush　defeated　Demcrat　Michael　Dukakis　decisive1y　Tuesday、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Japan　Times，November9．1988）

　　　　　o，　Thousands　of　Japanese　citizens，huddled．mder　umbre11as，

　　　　　　　　line　the　sidewalks，waiting　for　the　hearse　to　pass　on　its

　　　　　　　　joumey　from　the　Palace　to　Shinjuku　Gyoen，a　former　imperial

　　　　　　　　garden，now　a　public　park　and　site　of　the　funeral　ceremonies

　　　　　　　　for　the　Emperor　who　died　Jan．7，after62years　on　the

　　　　　　　　throne．　　　　　　　　　　　　　　（Time，March6．1989）

最後の二例は時事英語に特によく見られる表現だと一思、われる。

1．2　　Location

ここに含まれる例はそれほど多くはないようである。

らの例である。

（25）

次はLarson（1985）か

・一・…1・…／1然黒I顯、e、コ／

（26）a．

b．

You　ha▽e　lived［here／thereコ．

・・・・…li…／：1竃）簑工：ζ、／・

You　have　lived＊（near）every　street　I　have　seen、

d．　You　have1ived＊（at）
・…／糾・・・・…

典型的に1㏄atiOnを表すμαα1でも何らかの
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他に場所を表すs肋θf，0θ舳α妙はもちろん，（26d）に見られるように1oca・

tiOnを表す典型的な語も前置詞なしには使えないのは注意を要する。次の例

も参照（Quirk　et　a1．1985）。

　（27）a．Which　side　of　the　street　does　she1ive？一She1ives　this　side．

　　　b．＊We1ived　this　street　at　one　time．

実例も殆ど見出せなかった。μ伽θを含む次の例はむしろdirectionを表す

とすべきかもしれない。とすると，副詞的名詞句の中で10CatiOnを表すもの

は例外的だとするべきように恩われる。

　（28）a．　“I’ll　get　you　some　p1ace　where　they　can’t　arrest　you　and

　　　　then　we’11have　a　lovely　time．”

　　　　　“We　wil1，darli㎎．I’ll　go　any　place　any　time　you　wish．”

　　　b．“Don’t　we　have　a丘ne　time？”Catherine　said．“Look．Let’s

　　　　go　some　place　and　have　beer　instead　of　tea．．．”

　　　　　　　　　　　　　　（E．Hemingway：■4月α7θ〃θ〃fo■47刎8）

1．3　Direction

ここに属す例も柳θo肋〃，〃αツなどを除けぱ殆ど見られない。次はLarson

（1985）からの例である。

（29）

恥＿脳／－／1籔／
　　　　　　　　上
　　　　　　　　　that　d1rect10n

　　　　　　　　　（？）SOme　Way

　　　　　　　　　＊that　COurSe

　　　　　　　　　＊some　path

　Quirk　et　al．（1985）は以下の例をあげて，ωαツのようた方向を表す一般的

た付加詞は〃”c”，ま”∫，脇αまなどがついた名詞句としてよく具現する，と述

べている。
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　（30）a．　He　went　that　way．

　　　b．　Come　this　way，Please．

　　　c．　Vγhich　direction　did　she　run～

また，Cume（1931）は次？例をあげて・古い薬語で運動を表す動詞の後で副

詞的に使われた目標を示す対格が残っていると述べてい乱

　（31）a．　He　went　home．

　　　b．　I　was　home　by　six．

そして，

　（32）Jane　was　home．

は運動の概念が含まれていないのに不適切に使われたものだとしている（“at

home”は文語的だとも述べている）。次はCurme（1931）のあげている例で

ある。

　（33）a．　Step　this　way，p1ease！

　　　b．　I　wi11take　you　ano血er　way．

実例をみると〃αツは次に扱うMannerとLて使われている場合が圧倒的に

多い。

　（34）a．　You’re　trave11ing　the　wrong　way．（E，Hemingway：λハακ・

　　　　肋〃ま0ル㈱）
　　　b．　He’s　heading　this　way．　　（Fl　Forsyth：τ加ルgo伽ま07）

1．4　Manner

ここで見られる例は実質的に伽ツー謡だけである。次もLarson（1985）の

例である。

（35）　You　pronomced　my　name

一／111浄吋

鴛㌶1、。、、c。、、、ima、、、、r
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊this　fashion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊the　pfescribedエnanner

Larson（1985）はこれらの例から，類義語であるωαツと伽舳〃でも振る

舞いは全く違うから意味的な間題ではない，としてい乱

　Quirk　et　al．（1985）は，伽ツ，伽伽〃，吻1θを主要語とする名詞句は定

冠詞をとると述べて次の例をあげている（関係節をとることにも注意）。

㈱）眺㎞舳／箏1鶯1刈

Curme（1931）も既に次の例をあげている。

　（37）a．　Ha▽e　it　your　own　way．

　　　b．　I　came　in　and　went　to　bed　the　same　as　usual．

以下実例をあげるが，ω〃の例だけである。

　（38）a．　“Don’t　write　anything　that　wi11bother　the　censor．”

　　　　　　“Don’t　worrγI　only　write　about　what　a　beautifu1p1ace

　　　　　we　liYe　in　and　how　brave　the　Italians　are．”

　　　　　　“That　way　you’11be　decorated．”

　　　b　l　That　summer　we　went　that　wayI

　　　c．I　had　to　get　to　Mestre　some　way．

　　　d．“We’ll　try　her　wi亡h　a　rope，”I　said．

　　　　　　“I　don’t　think　it’s　any　use，Tenente．　You　can’t　get　a

　　　　　straight　pu11．”

　　　　　　“We　have　to　try　it，”I　said．“She　won’t　come　out　any

　　　　’other　way、”　　　　（E．Hemingway：λ肋7ω2〃チoλ7㈱）

　　　e．　“．．．and　he’s　got　money，and　he’s　got　a　rich　mother，．．．It

　　　　　isn’t　bad，either．And　I　haven’t　got　any　money　at　al1．　I

　　　　　cou1d　have　alimony，but　I　got　the　divorce　the・quickest　way．”

　　　　　　　　　　　　　　　　（E．Hemingway：τ加∫舳〃∫o”脇）

　　　f．Martha　often　acts　the　same　way、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（J．Holt：　1－o〃ま乃2　Cん〃672粥　1rα〃）
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　　　　g．“We11，m　eat　it，”said　A1ice，“and　if　it　Inakes　me－arger，

　　　　　　I　can　reach　the　key；and　if　it　makes　me　smaller，I　can　creap

　　　　　　under　the　door；so　either　way　I’u　get　into　the　garden，and　I

　　　　　　don’t　care　which　happens！”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L．Carro11：λκω肋　㎜o〃62〃α〃6）

　　　　h．SimilarIy，the　pe㎝liarities　of〃oω，肋刎〃加〃and〃伽陀

　　　　　　noted　by　Larson　can　equal1y　we1l　be　described　Larson’s　way．”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（McCaw1ey1988a）

　　　　i．　You　want　to　change　things　in1ife，you　better　do　it　yourse1f．

　　　　　　We’ve工eamed　that　the　hard　way．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F．Forsyth：　丁屹θW2goκαまoγ）

1．5　Distance

　　ここでDistanceというのは次の（39）～（40）の例文にあたる。但し（41）

も参照。

　　（39）a．　They　ran　two　mi1es　in　ten㎜imtes．

　　　　　b．We　climbed　a　further　thousand　feet　before　dusk．［speciicコ

（3C）a．We　hurried　a　few　miles　and　th㎝rested．

　　　　　b．　They　had　trave11ed　a1ong　way　and　were　exhausted．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［9eneraIコ

（41）a．We　hurried　for　a　few　mi1es　and　then　rested．

　　　　　b，For　the　next　two　mi1es，the　road　had　a▽ery　poor　surface，

　　　　　　　making　speed　impossible．　　　　　　（Quirk　et　a1．1985）

ここに属すと思われる実例は以下のものである。

（42）a．While　I　have　been　arguing　that　the　press　needs　more

　　　　　　　access　to　the　Prerident，in　some　cases　we　need　to　back　o伍

　　　　　　　from　the　President　a　ceれain　distance．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D．S．Brodeτ：3助加6肋θFクo〃月α8θ）

　　　　　b．　The　stretch1i㎜ousine　was　parked　a　discrete　distance　from

　　　　　　　the　main　gate　far　emugh　for　its　iicense　p1ate　to　be　out　of
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　　　　　　　（F．Forsyth：丁加肋goガ〃07）

1．6　Extent／N征easure

　Quirk　et　aL（1985）によれば，以下の例に見るように，measureを表すあ

る種の動詞の後に来るmeaSureを表す名詞句と，空商のeXtentを表す句は

直接目的語か副詞句かはっきりしたい場合が多い。

　　　　　　　　Extent　　　　　　　　　　Measure

　（43）a．　He　ran　a　miIeI　　　　a’．It　cost　ten　dollars．

　　　b．　I　hobbled　ten　feet．　　b’．In　length　it　measures　seven　feet，

　　　c．　She　jumped　ten　feet．　c’．It　weighed　almost　a　ton．

更に，両者とも受動態は許さないが，時には総称的な意味の時はeXtentを表

す句が受動態の主語にたることがある。

　（44）　A　mile　can’t　be　mn　in　two　minutes．

2、分析

2．1副詞的名詞句を伝統文法でどのように分析しているかと言えぱ，最初にす

こし触れた犬塚編（19702）や荒木他編（1982）に見られるように，歴史的な

事情に触れた上でr特に時間・場所・距離・尺度・状態を表す名詞によく見ら

れ，句の形をとることが多い」旨の記述ですませてきたようである。Jespersen

（1933）を例にとれぱ，“Composite　expressions　consisting　of　substanti▽es

and　other　words　are　often　used　as　tertiaries．”と述べて以下のような例

をあげているにすぎたい。

　（45）a．　He　lived　there∫ω2〃1〃〃s．

　　　b．　I　s1eptα〃∫勿〃∂αツ　αプをθ7粥oo彬．

　　　c．　She　died如∫ま”gゐチ．

　　　d．　I　shal1be　backまゐゐ6αツωθ召冶．

　Quirk　et　a1．（1985）は，この周法についてはかたり詳しく例をあげて扱っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　653



　148　　　　　　　　　　　早稲田商学第343号

ているが，注釈的なコメソトはあり有益でも，理由を説明しているわげではな

い。この点でも，ある程度の原理的説明が試みられてきたのは生成文法の枠組

みにおいてのようである。

2．2Larson（1985）はGB理論の枠組みでこの問題を扱っているが，（46）の

ような例と（47）のようた対比が見られる例をあげて次のように論じている。

　（46）a．　John　arrived1αs左ω％尾．

　　　b．　They　went肋αまωαツ．

　（47）a．I’ve　gone　there　many　times．

　　　b．＊I’▽e　gone　there　many　occasions．

W励やωののような名詞は［十Fコという素性をもっており，そのような

名詞が主要語とたっている名詞句に斜格（ob1ique　case）を付与す乱そして，

この素性は名詞句全体に浸透する。例えぱ，（47a）のカ㈱は［十F］をもっ

ているが，06むα∫60〃はこの素性をもっていないので，前考では斜格を与えられ

るが，後者では格を与えられないため非文法的となってしまう。Larson（1985）

は更に以下の二つの規則を設定している。

　（48）　Adverblalθ一Role　Ass1gnment

　　　　Assign　an　adverbia1　θ＿role　to　α，whereαis　any　phrase．

　　　　　（θ丁工皿E，θL0c，θDIR，θ皿AN聰ER　can　be　assignedつ

　（49）　Case　Fi1ter：

　　　　　　　　　　　＊［岬α］

　　　　　　　　　whereαhas　phonetic　content　but　no　case．

（48）と（49）を使うと次の例文との対比も説明できるとされる。

　（50）a．　　Tゐαま∂αツpassed　very　quickly．

　　　b．We　spent伽f勿in　New　York。

［十Fコの素性によって付与される格は“default　Case”という特別な位置を

与えられる。そして，［十FコをもつNPが“stmctura1assigner”をもた

ない時にのみ斜格が与えられるとしている。つまり，（50a）では主格が，（50b）
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では目的格が与えられているので斜格がさらに与えられることはないが，（46）

では他に格を与えるものが底いので［十FコをもっているNPが斜格を与えら

れることになるo

　しかし，このような考えには根本的た欠点がある。そもそも［十Fコという

素性の中身が明示されていないのでは副詞的修飾語として使われる名詞句とそ

うでたい名詞句とをただ場当たり的に分類しているにすぎない。η㈱は

［一トF］をもっているが，0㏄α∫伽はもっていない，と言っても何も説明した

ことにならないのは明らかである。τ〃s，肋〃，1α∫まなどのdeictic　words

が使われると副詞的修飾語にたりうるのはなぜか，とか，前置詞が随意的に共

起するのはなぜか，とか，（継続）時間を表す副詞的名詞句は多いが他の用法

のそれは抵ぜ少たいのか，といった問題にも何の説明も与えられたい。

　Kobayashi（1987）もいくつかの間題点を指摘している。（51）は，［十Fコ

をもつとは思われない名詞が副詞的名詞句として使われている例である。

　（51）a．0ne　of　them　lived　next6o07・

　　　b．We　ended　up丘ghti㎎the㈱’of　the　night・

　　　c．　But　theθ〃6of　the　second　week，TaI1ya，which　was　what

　　　　Dr．　Berkel　preferred　to　be　cal1ed，said　to　Erica，＿

（51a）はイディオムともとれるが，榊〃という直示語（deictic　word）があ

るのが注意すべき点である。（51b，c）の類も見られることは前節でも見たと

おりである。

　次はいずれも“defau1t　Case”の概念が不充分なことを示している例であ

る。

　（52）a．　τ加κ脇did　not　seem　ripe　for　a　trip　home・

　　　b．3did　not　seem［ムf［NP　the　timeコ［ムP　ripeコ］．

　　　c．　［柵i　the　timeコdid　mt　seem［ムP¢i［ムripeココ・

丁加ま伽2は［十Fコをもっているが，（52b）では格が与えられないため次の

非文法的な文が生成されてしまう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　655



　150　　　　　　　　　　　早稲田商挙第343号

　（53）　＊It　did　not　seeIn　the　time　dpe．

これは要するに，adjmct　positionにおいてのみ［十Fコによる斜格付与が

行われるからである。次の例も同様である。

（弘）a．3was　spent［冊my趾st　month　in　the　Amyコat　Fort．、．

　　　b．＊It　was　spent　my　irst　month　in　the　Army　at　Fort＿

但し，これは＊Itwasdancedが非文法的になるのと同じでもともと排除さ

れるものである（ドイツ語ではO．K．であるが。Es　wird　getanzt・）。

　（55）a．　Deborah　to1d　her　how　frightened　she　had　been　at　the

　　　　thought　of肋κθツω7s　inside　the　town’s　vast　silence＿

　　　b．　＊the　thought　three　years　inside　the　town’s　vast　silence

（55）に見られるように［w　Det　N［NP＿ココの位置に名詞句が来る場合は

genitiveかoグをとるかいずれかになるがLarson（1985）の説では（55b）

が文法的にたる。要するにLarson（1985）の説は全く不充分と言うしかない。

2．3Emonds（1987）は彼が“Invisible　Category　Principle”と呼ぶ考え

に基づいて副詞的名詞句の構造を分析している。この原則は要するに，ある節

点がある素性をもっている時，そのPhrasa1sisiterは空（empty）であって

もその素牲は存在すると考えるものである。例えぱ，o1α伽5といったbare

p1uralの構造は次のものだとされる。

　（56）　　　　　　　NP

／／＼
［SP（N入p㎞’コ　下

　　　　｛φ，those，some｝　　　　claims　　（SP（N）呈speci丘er　of　N）

そしてEmonds（1987）も基本的にはBresnan＆Grimshaw（1978）の説

と同1二く副詞的名詞句の溝造として次のものを考えている。
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（57）

［P，十F］ ［NP，キFコ

　　　　　　　　　　　　　　　1ex1ca1

また，ωの，6αツ，μωθなどの名詞は［十Location］という素性をもっている

とされる（これが，［十Fコにあたる）。つまり，主要語に［十Fコという素性

があれぱ，〔P，十Fコは空でもよいことになる（空でもよいし，伽o〃などの

前置詞が現れても構わない，つまり随意的である）。またEmonds（1987）は，

何らかの1ex1ca1redundancy　mleが時間を表す名詞の中の月目や季節を表

す名詞にだけ［Locationコの素性を与えるとしている。

　一般的た原則に基づいて分析している点，［十Fコを明示した点，前置詞の

随意性を認めている点，などは明らかにLarson（1985）より優れている。た

だ，［Location］という素性でこれまで見てきた副詞的名詞句を全て説明でき

るかは疑間であるし，前置詞も随意的なもの，義務的なもの，あれぱ非文法的

に。なるもの，の区別が充分にでぎているとは言いがたい．しかし，副詞的名詞

句が基本的にはP（repOsition）が見えたいPP（前置詞句）だという点は正し

いように思われる。

2．4McCawley（1988a，b）も副詞的名詞句はPのないPPだという点では

Emonds（1987）と同じである。Larson（1985）は副詞的名詞句にPPの地

位を与えるのは動機づけに欠げると述べているが，McCawley（1988a）は以

下の証拠をあげている。ここで注意すべきたのは，品詞としての副詞句と文構

造内の副詞的機能とは必ずしも一致しない，ということである。PPも副詞的

に働くのだから副詞的名詞句も前置詞句と同じように働いているか，という点

こそがポイソトとなる。
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　（58）a．　Smith　may　haマe　subsequently　withdrawn　his　lawsuit・

　　　b．　＊Smith　may　have　that　day　withdrawn　his1awsuit．

　　　c．Smith　may　have　withdrawn　his　lawsuit　subsequently／that

　　　　　day．

　　　d．　ηSmith　may　ha▽e　on　a　subsequent　day　withdrawn　his

　　　　　laWSuit．

　（59）a．　You　shouldn’t　have　worded　the　letter　so　tactlessly・

　　　a’．　You　shouldn’t　have　worded　the　letter　that　way．

　　　b．　a　tactlessly　worded1etter

　　　b，．　幸a　that　way　worded　letter

（58b）と（58d）が共に非文法的だということは，副詞的名詞句が前置詞句と

しての働きをしていることを示している。（59b’）と（60）を対比すれぱ，ま

た，（61a，b）を対比すれぱ，この点はよりはっきりするだろう。

　（60）　＊a　with　care　worded1etter

　（61）a．　John　carefu11y　opened　the　letter．

　　　b．　幸John　with　care　opened　the　letter．（cf．Jackendo伍1972，PP．

　　　　94－5）

次にMcCawley（1988a）は下記の例を引いて副詞酌名詞句とPPとの意味的

な平行性を論じている。

　（62）a．　I’11be　in　Pittsburgφnext　Tuesday・

　　a’．

　　b．

　　b’．

　　C．

　　C’．

　　d，

　　d’．

（63）a1

　　b．

I’11be　in　Pittsburg　on　Tuesday．

Let’s　goφthis　way．

Let’s　go　in　this　direction，

She’11be　in　Parisφnext　week．（a㎜biguous）

She’11be　i早Paris　for　that　period．

Vera1ivesφdowntown．
Vera　lives　in　the　downtown　area．

John　went　ho㎜e　yesterday．

John　went　home　on　September6．（McCawley1988b）

それそれのペアを比べると分かるように，副詞的名詞句の意味解釈はNP部分
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と0〃，肋などの前置詞の都分の意味を結び付げることによって得られる。但

し，次の例では適当な前置詞は見当たらないL，（65a）と（65b）を平行的だ

とすることも無理があるだろう。

　（64）a．　Hemingway　drank　at　this　bar（＊onけfor／＿）many　times．

　　　b．？個emingway　m㎝y　times　drank　at　this　bar．

　（65）a．　Ed　went　home．

　　　b．　Ed　weI1t　to　his　apartment．

　次の例は副詞的名詞句もpPも名詞のadjmctとして働く証拠である。

　（66）a．　Your　brother’s　arrival1ast　week　was　unexpected．

　　　a’．　Your　brother’s　arrival　on　that　day　was　unexpected．

　　　b．　Occurrences　of　malaria　here　are　quite　rare．

　　　b’．0c㎝rences　of　malaria　in　this　region　are　quite　rare．

　　　c．　The　repression　of　free　speech　this　way　is　reprehensib1e．

　　　c’．The　repression　of　free　speech　by　such　means　is　reprehen－

　　　　sibIe．

　　　d．　His　attack　on　you（＊viciously）left　me　speechless．

　　　e．　Lucy’s　pe㎡ormance　of乃なα刎（＊beautifully）received　thm－

　　　　derous　apPlause．

（66d，e）で分かるように，PPは0．K．だが真正の副詞は駄目である。

　また，次の例から分かるように，主要語が同じでも不定冠詞だけだと非文法

的になる。

　（67）a．We　went　there　the　same　day一

a’、

b．

b’、

b”．

C．

C．

We　went　there㎝／＃φa　subsequent　day．

I　ta1ked　to　Lucy　that　evening．

I　talked　to　Lucy　onノ＊φan　evening　in　May．

I　talked　to　Lucy　one　eYening　in　May．

We　went　to　Flo舳a　last　Christmas／Tuesday．

We　went　to　Florida　on／＊φChristmas．

以上の議論をした後でMcCaw1ey（1988a）は一般化をある程度試みてい乱
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つまり，〃脇まw，1ωまw，ω仰wなどが可能なのはその名詞が繰り返し生

じる期問を表しているからだ，としているが，この考え自体は正しいとしても

事の本質の一部を捉えているだげのように思われる。肋ガ，1ωまなどの直示語

がキーポイソトになると思われる（尤もMcCawley自身も副詞的名詞句には

いくつもの要因が含まれていることは認めているが）。

3．再考

3．1本稿の初めにそもそもどうして名詞句が副詞として働くのか，という疑

間を述べたが，より正確に言えぱ副詞（adYerb）ではたく副詞的修飾語（ad・

verbia1）というべきである。広く知られているように，一般的に言って形式

と意味とは必ずしも一対一の対応をたしているわけではたい。時制と時間の対

応関係，疑間文の形式とその意味用法（疑間・勧誘・依頼・皮肉・驚き等）と

の対応関係などを見ただけでもこの間の事情は窺われるだろう。

　本稿で問題としている名詞句の副詞的用法についても同じことが言える。副

詞が副詞的修飾語として働くことは勿論だが，他の品詞もいくつかはそのよう

に働くのである。例えぱ前置詞句など。また逆に副詞も場合に。よれぱ他の品詞

的用法をもつこともありうる。例えぱ（一種の引用形としての）主語名詞句と

して。そして，英語でこのようなことが間題となる理由の一つは，同じ形態の

語が何通りかの品詞として機能しうるという，特に英語に目立つ特徴の故であ

る。同じ形態の語がどのような文法的機能をもっているのかを見分ける手段を

確認しておくことは副詞的名詞旬を考える時にも参考になることと思う。

　まず簡単な例から見ておこう。

　（68）a，　He　works　hard．

　　　b．　He　is　a　hard　worker．

（68a）の加〃が副詞で（68b）の肋〃が形容詞だということはすぐ分かる

が，それは何故かと言えぱ，（68a）では動詞の後ろにあり，（68b）では限定詞
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と名詞の間におかれていること，さらに，（68a）の加〃は副詞の特徴の一つ

である比較変化を受けること（work　harder，work　hardest），（68b）の肋〃

も形容詞の比較変化が可能なこと（He　is　a　harder　worker　than　Bi11。）な

どからである。なお（68a）では〃o〃という動詞と，（68b）ではω07加7と

いう名詞と意味的に結びついて解釈されるという点も大事である。つまり，語

順・形態変化・意味関係，などが品詞／文法機能認定ポイントにた肌但し，

これら全ての条件が必ず満たされ放けれぱならないわけではない。副詞の位置

に関Lては複雑な問題があることもよく知られており，その品詞特有の形態変

化を欠く語句もいくつかある。

　（69）a．　a　stone　wa11

　　　b　＊Pame1a1s　most　marrled／dead

（69a）の∫舳θは形容詞と見傲されることが多いが（または名詞の形容詞用

法），これは勿論語形変化はしない。（69b）の伽〃肋μθ”は他の根拠（be

動詞の補語と汰る，名詞の前位修飾語となる，等）から形容詞なのは確かだが，

意味の上から比較変化がありえないものである（特別な文脈ではありうる）。

　このように，品詞と文法的機能が必ずしも一対一の対応をしたいということ

は副詞的名詞句の考察の際にもまず心得ておくべき点であ乱

　また，犬塚（19702）でも触れているように，そもそもOEの時から既に名

詞の属格・与格・対格が副詞的に使われていた。例えぱ刎0閉初9Sは属格語尾

一Sをもつ副詞的用法の名残りである。現代英語では名詞の格はほぼ全て（一

都の代名詞を除き）消滅したと考えてよいので，別の観点からの考察が必要と

なる。

3．2一番のポイソトは，副詞的名詞句とLて使われる名詞句は隈られている

ということ，前置詞は随意的な場合が多いということ，しかし脇sや1α5まな

どの直示語がつくと義務的に削除されること，たどであろう。
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　第一の点について言えば，荒木他（編）（1982）では「とくに時間・場所・

距離・様態を表す名詞によく見られる」とされているにもかかわらず，実際に

は上でも見たように，圧倒的に時問を表すものが多い。場所を表す名詞では直

示語の加〃，肋舳以外には（25）と（27）のがω2のみ，それも∫0肋。ω仰

などの数量詞つきに限られる。荒木他（編）（1982）では触れられていたい「方

向」を表す副詞的名詞句もあるが，これも6伽C伽〃と伽ツのみであり，や

はり肋αまたどの直示語が必要とされる。様態を表すものに到っては，多くあ

るだろうと予測されるにもかかわらず，実質的には伽ツー語である（“A　new

game　has　caught　on　in　Europe：lobbying　U．S．＿style．”（Time，May

29．1989）の例があるが，これは時事薬語の特徴が感じられる）。そして，こ

れにも何らかの直示語が必要とされる。距離や程度を表すタイプには徴妙な点

があり，断定的なことを言うのは難しいが，距離表現のタイプに関してはっき

りした実例は（42）の挑ま〃ωだけであり，これにもω物伽が添えられて

いる。程度表現のタイプに関しては，まず（43a’一c’）は一種の他動詞構文と考

えられるし，（43a－c）も（μ）のような受動形が存在することを考慮すると純

粋な副詞的名詞句表現とは見傲せないと思われる。ここでは（40）・（41）の例

が特に問題とたるが，基本的には後述するように「継続時間」の場合と同じく

r継続距離」の場合もr継続」という基本概念で同様に扱えるのではなかろう

か。但し，（42a）は良いとして，（42b）の“a　discreet　distance”の方は本

稿の考え方では説明がつかない。

　要するに，一般に副詞的名詞句には様々な種類があるとされているにもかか

わらず，実際にかなり広く見られるのは時間を表すタイプに限られ，他のタイ

プはむしろ例外的なものである（但し，様態を表す伽ツが実に多く使われて

いるのは注目に値する）。

　ここで時閻以外の副詞的名詞句の代表例を簡単に整理しておく。

　（70）a．　You　have　lived　here．
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　　　b．You　have1ived　every　place　that　Max　has　lived．［場所コ

　（71）a．We　have　headed　that　direction．

　　　b．　He　went　that　way．［方向コ

　（72）You　pronomced　my　name　that　way．［様態コ

　（73）We　hurried　a　few㎜iles．［距離コ

　　　　cf．We　hurried　for　a　few　miles．

副詞的名詞句とLて使われるこれらの名詞に［十F］という共通特徴を設定す

ることは不可能に思われ乱

　しかし，主要名詞自体に共通特徴を抽出することが不可能だとしても肋s

とかω〃などの直示謡や数量詞のついた副詞的名詞句全体として見ると，

抽象的たr方向性（Directionality）」という特徴を考えることができるように

思われる。この「方向性」という特敏が前置詞の役目を果たしているとすれぱ

前置詞が不要なことが説明される。加〃とか‘0〃0770〃などの直示語はそれ

自体に方向性が含まれるので（ま0刎0〃0伽現在時→未来時）そのまま副詞と

して使われる（ωθη〃αツはrあらゆる方向」を表す）。このr方向性」とい

う特徴は時間に典型的に見られるので時間を表すタイプが多いことが予測さ

れる。また，方向そのものを表す伽2磁0〃と様態を表す伽ツはいわぱ一

般名詞（ないし代表名詞）と考えられ，他の名詞をそもそも必要としない

（伽舳〃より伽ツの方が使われるのは，その方がr方向性」の概念が強い

からだと恩われる）。また，場所を表す副詞的名詞句が殆どないのも「方向性」

と「場所」の概念が衝突するからだと見ることができるだろう（前置詞を欠く

副詞的名詞句には（継続時間のタイプを除き）この「方向性」の概念を観察で

きるが，「方向性」の概念さえ存在すれぱみな副詞的名詞句となるわけではな

い。あくまで必要条件の一つである。ほかの要因ももちろん考えなけれぱなら

ない）。

　時間を表す副詞的名詞句は犬きく「時点」と「継続」の意味に分けられるが，

前者については「方向性」の概念でかたり説明がつく。聞題となることの一つ
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は，前置詞が随意的な用法がいくつかある点である（cf。（14）一（19））。これは，

前述したように，前置詞が省略された形の方がinfoma1だが，「方向性」を

明示した形より省略Lた形の方がinfoma1なのは明らかである。また，

”0”〃などの曜目を表す名詞は伽〃0〃0〃などと同じく一種の直示語と見

傲すことができる（“I’ll　see　you　Monday．”と言えぱr今度の」月曜日なの

である）。そして（21）で見たように，前置詞を義務的に省略する場合は「方

向性」の概念が強すぎるためと思われる（「慣用」の力も副詞的名詞匂全体を

通じて働いていると思われるが）。補足として次の例も参照されたい。

　（74）盆．　Consider，for　a　moment，one　of　the　central　paradoxes　in

　　　　any　joumalist’s肚e：we　crave　novelty　but　live　in　a　world

　　　　where　routine　is　vital．

　　　b．　．．．Talking　to　Muskie　later，he　did　not　think　he　had　lost

　　　　contro1of　the　situation　or　co㎜mand　of　himself．But　at　an

　　　　inappropriate　moment，after　his　voice　broke，he　took　a　hand－

　　　　kerchief　out　of　his　pocket　and　wiped　at　his　eyes．

　　　　　　　　　　　　　　（D．S．Broder：3θ〃〃6肋θハ70励月αg2）

（74a）の位置では“for　a　moment”の力7を省略することはできないが，

普通の副詞は同じ位置で使えるから（eg．肋θ卿）副詞的名詞句の方が制約が

大ぎいことは確かである（cf．（61a，b））。（74b）の“at　an　apPropriate　mo・

ment”は，たとえ文尾に置かれたとしてもα2を省略することはできない。

直示語をもたたいためにr方向性」の概念が希薄だからである。

　「継続」を表す時間表現の場合は，特に前置詞の随意性という点で別の観点

からの考察も必要となる。例えぱ次の文を参照されたい。

　（75）a、　“She’s　on　duty．”

　　　　　“Could　I　speak　to　her　just　for　a　minute～”

　　　　　“I　ha∀e　to　go．”

　　　　　“I’1l　just　step　out　the　door　a　mlnute．”
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　　　　　　　　　　　（E．Hemingway：λF〃刎θ〃まoλ7刎5）

b．The　old　man　swa1lowed，was　sllent　a　mo血ent，and　sa1d

　faintly．“It’S　nutty．岬

　　　　　For　a　moment　the　boss　stayed，staring　at　nothing，while

　　　　the　grey－haired　o逓ce　messenger　dodged　in　and　out　of　his

　　　　cubby－hole．．．At　that　moment　the　boss　noticed　a刮y　had

　　　　fallen　into　his　broad　ink　pot．　（K．Mans丘eld，“The　Fly”）

同じ一連の文章の中に前置詞がある形とない形が現れてくるが，いくつかの特

徴が窺われる。（75a）の“for　a　moment”はrほんの少しでよいから」と

いう哀願調のため力7で継続の意味を強調したものであり省略できず，次の

“a　minute”はくだけた口調のため力7が省略されている。実際，継続の意

味を強調したり正確に述べようとする時はusage　leve1に関係たく前置詞（特

に力7）は義務的に存在すると考えた方が良いと思われる。次はその例である

（cf．（9a，b））。

　（76）．．．he（＝Gorbachev）and　Bush　have　seen　each　other　only　three

　　　times　in　the　past　year　and　a　half，and　until1ast　week　they

　　　had　been　alone　on1y　for　about　an　ho肌（Time，Jme11．1990）

　また，（75b）の“was　silent　a　moment”も同様に典型的な副詞的修飾語

句の位置にあることも注意される。次の“For　a　moment”と比較すると分

かるが，文頭に置かれた場合に前置詞を省略すると不自然にな乱

　（77）a．For　a　moment　the　boss　stayed．

　　　b．The　boss　stayed　for　a　moment．

　　　c．The　boss　stayed　a　moment．

　　　d．　？＊A　m0皿ent　the　boss　stayed，

（75b）の“At　that　moment”にも同じことが言える。

　（78）a．At　that　moment　the　boss　noticed＿

　　　b．The　boss　noticed　at　that　moment．．．
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　　　c．　The　boss　noticed　that㎜oment．．．

　　　d．　PThat　moment　the　booss　noticed．一．

これは「継続」ではなく「時点」を表しているので（77d）ほど不自然にはな

らないが，「時点」を厳密r示そうとすれぱ前置詞が必要になると思われる。

但し，（24）に見られるように，肋αま，伽刎〃などのr方向性」の強い直示

語と，肋ツ，刎0閉肋9などの興型的な日にちを表す名詞が結びついた場合は文

頭に生じることも多い。

　つまり，副詞的名詞句は，副詞的修飾語句の奥型的な位置（＝文尾）に置か

れた場合が当然のことながら最も自然であり，前置詞の省略も自然に生じる。

童た，前述したように時間（r時点」）を表す前置詞にも無標のもの（砿0仏

肋）と有標のもの（あψ7θ，∫肋ω，etC．）があるが，無標のものにも程度の違

いがあり，0閉が無標度最犬，ついで”と肋（cf．This　is　one　of　the　co1－

dest　days（in）this　winter一）がくると思われる。有標の前置詞の有無が意

味の違いを生じることは既に（13b）で見た。

　r継続時閻」を表す場合の前置詞の有無はinfOrmalな文脈かどうかに関係

する旨を述べたが，自由変異形で現れることもあるように思われる。次例を

（22i，j）と比較されたい。

　（79）The　Mi11ers　went　back　to　their　Amagansett　house　so　that

　　　Marilyn　couId　rest　and　recuperate；She　wouId　make　no　further

　　　P・bli・・pP・…n…fo・th・…t・fth・y・…（J・Sp・d・：”・〃・3）

（79）の方が特に強調形だとも，よりforma1だとも考えられない。このあた

りはむしろ個人の好みの問題だと言える。次例は同様の文脈で6〃肋gが使わ

れている。

　（80）Recuperating　in　Califomia，Marilyn　made　very　few　public

　　　apPearances　during　the　rest　of1961・　　　　（J・Spada：”o〃70θ）

7θ∫まという名詞自体にLarson（1985）の言う［十Fコが備わっているとは考

えられたいが，それを含む名詞句全体が継続時間を示しうることは確かであり・
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副詞的名詞旬としては特に閲題はない。伽伽gも本来は有標の前置詞である

が，（80）では力7と同義的に使われている。

　もうつ関連すると思われる要困に動詞句の相（aspect）がある。Vend1er

（1957）によると，動詞句が達成（accomplishment）を表す時は肋と，活動

（aCtiVity）を表す時は加7と共起するということだが，これは，継続時間を

表す動詞句には力7が使われることを意味す乱次例参照。

　（81）a．　Rossini　wrote“Tancredi”in／＊for　three　weeks・

　　　b．Rossini　wrote　music　for／＊in　twenty　years．

　　　c．　Harry　drove　to　To1edo　in／＊for　four　hours．

　　　d．Harry　drove　forノ＊in　four　hours．　　（McCawley1988b）

これは予測通りだが，本稿の趣旨からすれぱ前置詞を口語形で省略した場合，

（82a）も（82b）も共に力7が省略されたものとして解釈されるはずである。

　（82）a，　Rossini　wrote“Tancredi”three　weeks．

　　　b．　Rossini　wrote　music　forty　years．

しかし，ネイティブ・スピーカーによれぱ共に非文法的である。一つの理由と

して，∫吻，加舳〃肋，5θα伽ツ，5θ0鮒たどは内在的にある程度の継続

期間を含意するが，〃伽在どは必ずしもそうではない，ということが考えら

れる。（82a，b）を“kept　writing”とすれぱO．K．とたることが予測され

る。伽〃θも〃伽と同類の動詞のようである。

　（83）a，　Harry　dro▽e　to　Toledo　four　hours・

　　　b．　Harry　dro∀e　for　hours．

これもネイティブ・スピーカーは非文法的の判断を下し，一人は（83a）を“m

four　hours”としても（つまり（81c）と同じ）不自然だとした位である。

“drove”をkept　driving”とすれぼO．K、となることがここでも予測され

る。

　最後に伽ツの興味深い用法について触れておく。文頭に来た場合は前置詞

は省略されない旨を先に述べたが，（38a）のτ肋2ω妙，（38g）の2肋鮒ω似
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（38b）のτ肋ま捌刎刎〃は文頭に置かれている。これは一つには肋〃とい

う直示語のもつr方向性」概念の強さゆえであり，また一つには〃〃という

名詞のもつ副詞性（つまり「方向性」概念）の強さゆえであると考えられる。

（38e）の“thequickestway”や（38i）の“thehardway”，さらには

（38h）の“Larson’s　way”などは口語的ではあろうが，〃〃自体に強い副詞

的性質（r方向性」概念）があるからこそ可能になると恩われる。これはman・

nerやfashionにはない特徴である。口語表現では特に継続時間を表す語句

で前置詞が省略される傾向があると思われるが，〃〃もその性質上，口語表現

で頻用されることにも不思議はない。

　なお・本稿では考察Lたかったが，よく見かげられる次のような構文も副詞

的名詞句の一種と考えられる。

　（84）a－She　was　afraid．Afraid　of　the　obvious．She　might　become

　　　　attached，she　might　fallαノシα6κo吻in1ove，．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（E．0’Brien，“Christmas　Roses”）

　　　b・The　stock　market　was　climbing　e∀en　upward．The　yen

　　　　he1dグoo尾steady．　　　　　　　　　（Time，Apri19．1990）

3．3以上の考察をまとめると次のようにたる。

（1）Emonds（1987）やMcCawley（1988a，b）のように，副詞的名詞句は統

語的・意味的に前置詞を欠いた前置詞句だと考えれぱ，それが副詞的修飾語句

として機能する理菌は一応説明される。Em㎝ds（1987）の一般原則がどこま

で妥当かば不明だし，McCaw1ey（1988a，b）の議論にも細かな点で疑問も残

るが，犬筋において彼らの考えは正しいと思われる。

　ただ，彼らの議論では説明されたい徴妙な問題がいくつか残るが，このこと

は副詞的名詞句には今まで余り注意されなかった様々な要因が関わっているこ

とを示してい乱そのような要因として以下のものが考えられる。

（2）副詞的名詞句に使われる名詞の種類は実際には限られており，時間を表す
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タイプが圧倒的に多い。場所を表すものでは直示語の加〃，伽〃を除けぱ隈

定された用法のμα02のみであり，方向を表すものは〃αツと6加励0〃だ

げ，距離では挑加伽，様態ではほぽωαツのみに隈られているのである。時

聞以外では全て一般名詞（代表的名詞）のみだという点が注目される。

（3）［十Fコという共通特徴を描出することは不可能に思われる。Emonds

（1987）の［十Location］では明らかに不充分だし，Larson（1985）にいたっ

ては規定さえしてい在い。部分的にはMcCaw1ey（1988a）のいう“recurring

time　inte耐al”を表す名詞がこの構文に現れうる（厳密にはr継続時間」を

表す用法において）とは言えると思うが，他のタイプにおいてはあてはまらな

い。

（4）むしろ”∫や〃仰放どの直示語や数量詞のついた副詞的名詞句全体と

して見るとr方向性（Directionality）」という特徴を観察できる。直示謡は，

それ自体に方向性が含まれるので（eg．チ0刎0舳〃j現在時→未来時）単独で副

詞としても使われる。この特徴は時間に典型的に見られるので時間を表すタイ

プが多いことも予測される。方向を表す柳θ励0〃と様態を表す舳ツは総称

的な名詞であり，他の名詞をそもそも必要としたい。舳㈱〃より伽ツの方

が使われるのは，後者の方が方向性の概念が強いからであり，場所を表すタイ

プが殆どないのは「方向性」と「場所性」の概念が衝突するためだと思われ

る。

（5）前置詞の有無にもいくつかの要因が関与している。随意的な削除を受ける

場合，一つにはinfOma1かどうかの違いがある。また，語順の要因として，

文尾に置かれる場合は副詞的修飾語句の基本的位置のため省略されやすい。さ

らに，強調や文意の明確化をはかるために前置詞が使われることがある。

　義務的に削除を受ける場合ば，直示語たどのもつ方向性の概念が強すぎるの

で前置詞が不要にたると考えられる。

　義務的に前置詞を必要とする場合は，その前置詞が有標，つまり省略すると
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文意が不明確になるからという理由が最も重要だと思われ私

（6）動詞句の相（aspect）が関わっていることも確実である。

4．　おわりに

　副詞的名詞句は伝統文法でも扱われ，生成文法の枠組みでも説明が試みられ

てきたが，まだ定説と言えるほどのものは現われていない。それだげにこの構

文には一般化を簡単には許さない複雑た要因が含まれており，本稿もその要困

の一端を手探りしたにすぎない。さらに，個々の表現の特質を明らかにすると

共に，副詞および修飾の本質的機能を再考する必要があるが，これは今後の課

題としたい。

・本稿は1989年4月8日に東犬英語学会月例会で1コ頭発表した原稿に加筆訂正をほどこ

したものである。当日コメソトをいただいた方々に感謝したい。例文の一部をチ呈ツク

していただいたRobe打Murto，Robert　O1iverの両氏にも謝意を表したい。
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On　the　Nature　of　Adverbial　NPs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etsuo　KOZAWA

　　It　has　been　recognized　that　some　nom　phrases　function　as　adverbia1modi丘ers

aS　Seen　in（1）：

　　（1）a．　Johnarrivedま”α1刎0〃23搦た

　　　　b．Would　you　like　to　stay　with　usα1刎伽ツ∫～

　　　　c．　I　got　the　divorce　まゐ24捌56后ωまω”ツ、

These“adverbia1NPs”are　pec1ユliar　in　that　they　are　formally　NPs　but｛unc－

tional1y　adverbia1s．The　question　here　is，“How　can　a　noun　phrase　iunctio口as

an　adverbial～”

　　Tradltlo㎜l　grammar　has　o口1y　o甜ered　some　examples　of　the　collstmctlon，add－

ing　that　this　usage　is　often　seen　in　mulls　of　time，1㏄ation，dis屹nce　and　man・

ner．Qu止k　et　a1．（1985）o丘ers　an　excelle皿t　description　o｛this　construction，but

it　is㎞thin　the　framework　of　generative　grammar　that　a　principled　exp1anation

of　the　mystery　was丘rst　attempted．　Larson（1985），the　frst　paper　on　this

prob1e血　in　GB　theo町，is　inadequate　in　some　cmcial　points．　E血o口ds（1987）

and　McCaw1ey（1988a，b）see一口to　be　basica11y　co耐ect　i口assuming　that　adver－

bial　NPs　are　PPs　without　preposjtio口s．McCawley（1988a，b）砒gl1es　persuasively

that　adverbla1NPs　behave　s1匝11㎏r1y　wlth　preposltl011al　phrases　both　syn1；actlca11y

andsemantically．

　　Gra聰ted　that　adverbia1NPs　are　PPs　without　p1＝epositioI1s，there　】＝eI＝nain　quite

a　few　prob1ems　mso肘ed．More　factors　than　h洲e　been　presupPosed　so　f姐seem

to　be　in下o1ved　in　this　construction，and　some　further　elaboratio皿s　are　necessary．

Some　of　them　a工e　as　ilo1lows：

（1）It　has1ong1〕een　asse前ed　t止at　those　nouns　w㎞ch　fmction　this　way　are

those　of　time，1㏄atioIi，distmce　and血amer，but　actua11y　the　most　common

type　is　the　lloun　of　tin1e．　The　use　of　the　other　nouns　is　se▽erely　restI＝icted一

（2）　It　see㎜s　possib1e　to　ass凹me　the　abstract　f朗tuτe［十Direげionalityコin　the
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who1e　string　of　an　adverbia1NP．This　feat㎜＝e　assumes　the　fmctiOn　Of　an

adverb，　Deictic　words　have　tbis　feat岨e　inhere口t1y（eg．まo刎o〃‘㎜j　Present→

Future），and　this　is　the　reason　why　they　fmction　as　a皿adverb．

（3）　T1ユe　obligatory／optiona1elIipsis　of　the　preposition　in　this　coI1struction　is

determined　by　such　factors　as　usage　leve1，word　order，emphasis　and　disam－

biguation　of　the　senteI1ce一皿eaning．

（4）　The　㎜arked－1ess／un皿趾kedness　distinction　of　the　prepositions，and　the

　aspect　of　the　VP　in　question　also　seem　to　be　involved．
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